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第１章 はじめに 

１. 活性化プランの趣旨 

安佐北区の高陽地域・白木地域では、平成２８年 9 月にそれぞれの地域で「まちづくり提言書」が作成

され、その後、それぞれの視点でまちづくりの取組が行われています。 

一方で、「若者の流出」や「高齢化」が進行しており、「地域コミュニティをどのように維持していくか」と

いった課題があります。 

さらに、現在、JR 芸備線に関してのあり方についても議論や検討がされており、それらも課題の１つとし

て受け止めつつ、将来を見据えた上で、「持続的なまちづくり」を実現するための「地域の取組」などを考

えることが大切です。 

そこで、「地域の将来像」や「将来像を実現するための取組」などを両地域の住民が主体となって話し

合うため、ワークショップという手法を通じて、検討を行いました。 

これらの検討結果を踏まえて、このたび、『活性化プラン』として取りまとめました。 

活性化プランの実行に当たっては、地域団体や関係機関など多様な主体による連携が不可欠となるこ

とから、記載している方向性等を広く共有しながら、地域のみんなで一丸となって、継続して取組を行って

いきます。 

また、取組に関しては、複数のプロジェクトを、ワークショップを通じて検討しましたが、地域が抱えるす

べての課題に対して、活性化プランに記載したプロジェクトのみで解決できるものではありません。まずは

このプロジェクトを通じて、身近な地域課題の解決につなげていくことを目標に取り組んでいきます。 
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２.  対象エリア 

     対象エリアは、安佐北区の高陽地域、白木地域とします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３. 検討フロー 

活性化プランの検討に当たっては、地域の誇りや資源などを共有・確認した上で、両地域の目指すべ

き姿について整理を行いました。これを基に、各地域の目指すべき姿を考え、それらを実現するために地

域で取り組みたいことを「プロジェクト」として整理し、「活性化プラン」としてとりまとめを行いました。 

 

 

 

  

第 1回 7月 27日 

【全体会①】テーマ：両地域の“これまで”と“未来”について語る！ 

両地域の現状や課題、目指していきたい方向性・ビジョンを検討！ 

現況・課題  

地域の目指すべき姿  

活性化プランのとりまとめ 

第2回 9 月 28日（白木地域）、9月 29日（高陽地域） 

【地域別①】テーマ：未来の地域の姿を実現するための取組・アイデア検討！① 

第１回の内容を踏まえ、取組やアイデアを検討！ 

目指すべき姿の実現に 

向けた取組・アイデアの

方向性  

≪反映点≫ ≪実施概要≫ 

第4回 1 月 25日 

【全体会②】テーマ：これから目指すまちの姿の実現に向けて！ 

両地域で連携できることを考え、みんなで共有！ 

これからみんなで取り組むキックオフの場 

活性化プラン案 

ブラッシュアップ 

第3回 11 月 24日（高陽地域）、11 月 30日（白木地域） 

【地域別②】テーマ：未来の地域の姿を実現するための取組・アイデア検討！② 

誰が、どうやって、いつ取り組むか検討！ 

実現方策  

（実施場所／体制・  

ロードマップなど）  

白木地域 

高陽地域 
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第２章 現状・課題  

１.  地域の現況 

(１) 人口・世帯数 

 高陽地域の人口は、58,512 人で、平成 17 年からの 15 年間で、約 6,000 人減少しています。65 歳

以上の人口が著しく増加しています。世帯数は、24,167 世帯となっており、横ばい傾向となっています。 

 白木地域の人口は、7,446 人で、平成 17 年からの 15 年間で、約 2,300 人減少しています。15 歳未

満の人口が著しく減少し、約 500 人となっています。世帯数は、3,229 世帯となっており、減少傾向となっ

ています。 

［高陽地域 人口］ 

 

［白木地域 人口］ 

 

［高陽地域 世帯数］ 

 

［白木地域 世帯数］ 

 

 

 

 

 

 

 

資料：国勢調査 

(２) 高齢化率 

 高陽地域、白木地域ともに高齢化が進行しており、令和２年では、高陽地域で 33.2％、白木地域で

45.3％となっています。 

［高齢化率］ 

 

資料：国勢調査  
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(３) 児童数・生徒数 

 高陽地域の児童数は、2,722 人で、平成 21 年からの 15 年間で、約 1,300 人減少しています。生徒

数は、1,５２７人で、平成 21 年からの 15 年間で、約 400 人減少しています。 

 白木地域の児童数は、149 人で、平成 21 年からの 15 年間で、約 250 人減少しています。生徒数

は、95 人で、平成 21 年からの 15 年間で、約 100 人減少しています。 

［高陽地域 児童数］ 

 

［白木地域 児童数］ 

 

［高陽地域 生徒数］ 

 

［白木地域 生徒数］ 

 

資料：広島市 

 

 

 

 

 

(４) JR 芸備線の現況 

① 高陽地域・白木地域の JR 駅の乗車人員・運行本数 

ほぼ全ての駅において、令和 4 年の乗車人員が、令和元年と比べて減少しています。また、広島駅～下

深川駅間の折り返し便が多いため、中深川駅以北では運行本数も少なくなり、乗車人員は下深川駅の３

分の１以下になっています。 

［乗車人員及び運行本数］ 
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② ＪＲ芸備線を取り巻く状況 

JR 西日本では、ローカル線を取り巻く環境の変化とともに利用状況が大きく変化していることから、輸

送密度（平均通過人員）2,000 人/日未満の線区について収支率等の情報開示を行っています。令和５

年の JR 芸備線三次駅～下深川駅間の輸送密度は９９８人/日、令和３年～令和５年の 3 か年平均収支

率は 11.7％となっており、非常に厳しい経営状況となっています。 

また、JR 芸備線の備中神代駅～備後庄原駅間においては、輸送密度が 48 人/日と著しく少ないこと

から、国（中国運輸局）が令和６年３月に「芸備線再構築協議会」を設置し、国、関係自治体、鉄道事業

者等により再構築方針の作成に関する議論が行われています。 

一方で、JR 芸備線の沿線市である三次市、安芸高田市、広島市（沿線３市）は、一つの経済体として

広域的に連携し、それぞれが主体的なまちづくりに取り組むための抜本的対策の一環として、三次駅～

広島駅間の鉄道及び関連諸施設の在り方を含め、JR 芸備線を軸とした公共交通ネットワークを将来に

わたり持続可能なものとしていくことについて議論するために、令和６年５月に「三次・安芸高田・広島ま

ちづくり交通協議会」を設置し、沿線市、国、鉄道事業者らで議論が行われています。 

このように JR 芸備線を取り巻く状況として、行政を中心にそれぞれの区間の実情などに応じて様々な

議論が行われているところですが、高陽地域・白木地域においても、利用促進や活性化については地域

の課題として受け止める必要があります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

備後庄原 

備中神代 
備中神代駅～備後庄原駅間の特

定区間の交通手段再構築につい

て、「芸備線再構築協議会」で議論

が行われています。 

庄原市 

三次市 

新見市 

高陽地域 

白木地域 

安芸高田市 

三次 

広島 

三次駅～広島駅間の公共交通ネットワークを

将来にわたり持続可能なものにしていくことに

ついて、「三次・安芸高田・広島まちづくり交通

協議会」で議論が行われています。 
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２.  主な地域資源、今後必要な取組 

(１) 地域の誇り・大切にしたいこと 

第 1 回目のワークショップの中で、「地域の誇り・大切にしたいこと」について思うことをグループで出

し合い、それぞれの地域の誇りや両地域で共通していることなどを話し合いました。 

カテゴリー 
主な意見（抜粋） 

高陽地域 白木地域 

自然・歴史 

特産品 

・太田川河川敷 

・三篠川 

・旧中郡道 

・郷土史研究会 

・狩留家なす 

・白木山 

・安駄山 

・荒谷山からの景色 

・故郷の自然 

・神ノ倉山 

・ホタル 

・雲海 

・伝統の保存 

施設・公園 

・子供たちが外で遊べる環境 

・他の場所から移住してきた人から魅力的に

見える公園や河川敷 

・ハンググライダー、パラグライダーのテイクオフポイ

ント 

・ハンググライダー（スカイスポーツ）の聖地になって

いる 

・スーパー、もぐベリー、モーモーミルク 

祭り・イベント 

・秋季例大祭における奉納花火の傘火や

吹火 

・伝統・文化・芸能・地域行事の保存と継承     

・ホタル祭り 

・さくら祭り 

人・まち 
・篠笛の達人（人的資産） 

・人や町内のつながり 

・小中学校の人数が少ないので、みんな仲が良い 

・人と人との関わりが深く、情報がすぐに入ってくる 

・声をかけたら協力してくれる人が多い 

・よさこいのチーム 

芸備線・交通 ・基幹となる交通網 
・りょうま記念館 

・ネコ駅長やまと、副駅長ちどり 

両地域共通 

自然・歴史・ 

特産 

・自然・歴史が豊か 

・野生動物が多くいる 

・里山 

・星空 

・子供神楽（市無形文化財） 

・歴史が深い 

祭り・イベント 
・夏祭り、盆踊り 

・学区内のイベント（ふれあい祭り・盆踊り・運動会） 

・祭りを後世に残したい 

・地域の行事が何年も続いている 

人・まち 

・みんな知り合い 

・共助の気持ち 

・人のつながり 

・人が優しい 

・絆が強い 

・機動力  

・地区内のコミュニケーション 

・学校に通う子ども 

・地域の人が大人になっても長く付き合いがある 

・人を大切にするまち 

・公園、山がありとてもよい 

・四季を通して楽しめる 

芸備線・交通 
・芸備線 

・地区内のコミュニケーション 
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(２) 今後必要となる取組について 

第 1 回目のワークショップにおいて、これまでの取組を共有しながら、『今後必要となる取組（今後の

展開）』について、「住みよさ」「安全・安心」「人が集まる・賑わい・楽しい」「自然」「その他」の 5 項目に

ついて、話し合いました。 

カテゴリー 
主な意見（抜粋） 

高陽地域 白木地域 

住みよさ 

・ 高陽ニュータウンの再利用や耕作放棄地

対策 

・ 交通の便をもっとよくする 

・ 送迎バスなど、坂道の移動の負担軽減 

・ 人と人との関わりが多く、知らない人はいない  
・ 人々に活気があり、互いに協力し、住むのが楽しい町  
・ 駅までのアクセスをよくする 

安全・安心 
・ 子どもの見守り 

・ 歩道の確保 

・ ひとり暮らしの高齢者を見守る 

・ 人と人との交流があるので情報がすぐに入ってくる 
・ 空き家対策 

人が集まる・

賑わい・ 

楽しい 

・ 歴史資源活用 

・ 子供も楽しめるイベント、賑わいの創出 

・ 芸備線へのアクセス向上で人が集まる場

所の創出 

・ 観光マップを作り、観光客を呼ぶ 

・ 小中学生中心に祭りのメインを行う行事がある 
・ ネコ駅長りょうまの次代であるやまと、ちどりの 2 匹

のネコ活用 
・ いちご・ブルーベリー狩りの広報・広告、観光マップ   
・ 集まるイベント、歴史資源の活用 

自然 
・ 自然との融合を図れるあたたかいまち 

・ 河川敷などの自然や野生動物を残す  

・ 山登りやハンググライダー等が楽しめるようにする 
・ 荒谷山・神ノ倉山へのアクセスをよくし、観光客を呼ぶ 
・ 自然や野生動物、ホタル・オオサンショウウオを守る 
・ 体験イベント開催 

その他 

・ 自治会・町内会でイベントを開く 

・ 田舎暮らしの良さを宣伝して、若い人に住

んでもらう 

・ 白木地域への交通手段を増やす 

・ 町から出た若者を呼び戻せるような地域にする 
・ 住民が自分の住んでいる地域が好きだと他地域の

人に自信をもって言える地域にする 

両地域共通 

住みよさ 

・ みんなで助け合いができる 

・ 若者と高齢者のコミュニケーションが 

取りやすくなればいい 

・ 公共交通の充実(タクシー、ループバス等) 

・ パーク・アンド・ライド 

・ 災害時の道路やルートの確保 

安全・安心 

・ ひとり暮らしの高齢者を見守る、家の片づけをする 

・ 災害に強い地域にする（防災センターの設置、水害対策等） 

・ 道路の整備(狭く救急車が入れない道路や事故の多い場所もある) 

人が集まる・

賑わい・ 

楽しい 

・ 自治会・町内会の行事で地域の特産品を活用 

・ 飲食店やカフェ、駅の中に居酒屋がほしい 

・ 盆踊り・お祭りを行う 

・ 祭りを増やす、発信する 

・ 親子で安心して遊べる公園 

その他 
・ 昔からの伝統と新しいことをどちらも平等に大切に

する  

・ 若者主体で発信する 

・ SNS を中心に発信していく 
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３.  地域の課題等のまとめ 

第 1 回目のワークショップにおいて話し合った内容を基に、地域へのヒアリング（地域で活動や生活を

している、キーマンとなり得る方に対し実施）の結果も踏まえながら、課題等のまとめを以下に整理します。 

(１) 両地域の課題 

住みよさ 

⚫ 若者と高齢者のコミュニケーションが取りやすい環境づくり 

⚫ 子どもが安心して遊べる場づくり 

⚫ 多世代が集まりやすい場づくり 

⚫ 芸備線へのアクセス性の向上を始めとした公共交通・道路網の整備・充実 

安全・安心 

⚫ 高齢者・子どもの見守りによる、安心して暮らせる地域づくり 

⚫ みんなで支え合える環境づくり 

⚫ 平常時・緊急時含めた道路（通学路含む）の安全性、防災性の強化、バリアフリー化 

⚫ 防災拠点、避難所、避難路等を把握し、地域でお互いを支え、見守り合える環境・体制づくり 

人が集まる・ 

賑わい・ 

楽しい 

⚫ 地域活動やイベントへの参加者減少が影響し、地域のお祭りや伝統行事等の実施・維持

が困難になりつつある地区もあり、地域の活動団体の継続化、取組継承なども課題 

⚫ 今ある地域のつながりや絆を大切にしながら、地域内のコミュニケーションを高めていく 

（共助の気持ちを育てる） 

⚫ 次世代の育成ができていないからこそ、周りをうまく巻き込む 

自然 ⚫ 自然を生かし、守り、育て、みんなが集まり交流できる（体験できる）機会・場を創出する 

その他 

⚫ SNS を中心とした情報発信、若者主体による発信 

⚫ 昔からの伝統と新しいことをどちらも平等に大切する 

⚫ 両地域で連携できることを検討し、一緒に取り組む 
 

全体に 

関わる 

方向性 

⚫ まちから出た若者を呼び戻せるような地域にしたい 

⚫ 「自分の住んでいる地域が好き」と他地域の人に自信をもって言えるようにしたい 

⚫ 今ある地域資源を上手に活用しながら、地域に来たくなる、外に出た人が戻ってきたくなる

ような地域づくりが必要 

⚫ 子どもから高齢者まで安心して暮らすことのできる環境づくりや、人が集まれる（交流でき

る）場づくりが必要 

⚫ 各世代が互いを尊重しながら、地域がやりたいことについて、達成感やわくわく感をもって

様々な人や団体、地域が一緒に協力しながら、取り組むことが必要 

(２) 総括 

⚫ 両地域共通して、地域内外問わず多世代が集い、交流し、地域の活性化につなげていく「にぎ

わいづくり」や、今ある地域のつながりやコミュニティを大切にしながら、「互いに支え合える環

境づくり」、ソフト・ハード両輪による災害に強い「安全安心なまちづくり」が求められます。 

また、「まちから出た若者を呼び戻せるような地域」や、「『自分の住んでいる地域が好き』と他

地域の人に自信をもって言えるような地域」となること、「両地域による連携」も求められます。  
⚫ 地域別では、高陽地域においては、芸備線のアクセス性向上や道路整備といった「住みよさの

向上」、多世代が安心して集い、楽しめる環境整備など「多世代にやさしい地域づくり」、地域

行事・地域団体等の「活動の継続化や継承」が求められます。  
⚫ 白木地域においては、高齢化や人口減少が深刻化しており、その解決が喫緊の課題とされてい

る中で、自然をはじめとした「地域資源の更なる活用・整備」や地域の意識を高め、地域内のつ

ながりを活かした地域づくりが求められます。 
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第３章 地域の目指すべき姿  

第 2 章で記載した現況や課題等に加えて、第 1 回目のワークショップでの検討結果から、「両地域の目

指すべき姿」を整理しました。また、それらを踏まえて、高陽地域、白木地域それぞれで大事にしたい方向性

を検討し、「地域の目指すべき姿」を整理しました。 
 

１.  両地域の目指すべき姿 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

≪両地域の目指すべき姿に含まれる要素≫ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

“地域の良さ”や“つながり”を活かし、 
いつまでも安心して暮らせる地域 

 
 
 
 
 
 
 

【多様な世代がいつまでも安心して暮らせるまちづくり】 

〇生まれて最後まで一生を送りたくなるようなまち 

〇若者が帰ってきたいと思えるまち 

〇高齢者にも住みよいまち 

〇親子で安心して遊べるまち         など 

【人と人のつながりを活かしたにぎわいのあるまちづくり】 

〇伝統やしきたりにとらわれない、世代と世代のつながりが強いまち 

〇多くの楽しい行事があり、地域内外の人が楽しめるまち 

〇人のつながりを大切にするコミュニケーションの場づくり    など 

【芸備線の駅を拠点にしたまちづくり】 

〇駅(駅周辺)に行きたくなる場づくり(飲食店・居酒屋・コンビニ・産直市場・保育園等) 

〇駅に行くまでの交通手段の確立 

〇住民主体のパーク＆ライド 

〇駐車場の整備       など 

 

【自然を活かしたまちづくり】 

〇自然との融合を図れるあたたかいまちづくり（白木山・安駄山・荒谷山・神ノ倉山など） 

〇自然を活かした町づくり（スカイスポーツのまちとしてのＰＲなど） 

【安全安心なまちづくり】 

〇災害に強いまちづくり 

【利便性の高いまちづくり】 

〇既存の公共交通の利用促進、道路網の整備    など 

それぞれの地域資源（ヒト・モノ・コト）や住みよさといった「地域の良さ」や、これまで大切に

紡がれてきたコミュニティによる「つながり・支え合える関係性」、伝統やしきたりにとらわれな

い新たな「つながり」も活かし、活気やにぎわいのある地域を目指します。 

また、道路網や基幹交通網等のインフラ（ハード）整備や様々な災害に対応できる環境・体

制づくり（ソフト）を通じて、いつまでも安心して暮らし続けられる地域を目指します。 

さらに、若い人が帰ってきたくなる、戻ってきたくなることや、『自分の住んでいる地域が好

き』と他の地域の人に自信をもって言えるような地域を目指します。 

【地域と地域のつながりを活かしたまちづくり】 

〇高陽地域と白木地域が連携したまちづくり 

 ・防災、芸備線の利用促進、まちの利便性向上、空き家、教育などの共通課題に対する連携 
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２.  高陽地域の目指すべき姿 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３.  白木地域の目指すべき姿 

 

 

 

 

 

 

  

≪高陽地域の目指すべき姿に含まれる要素≫ 

⚫ 住みやすいまち 

⚫ 高齢者に住みよいまちづくり 

⚫ 交通の整備 

⚫ 若者と高齢者のバランス 

⚫ 生まれて最後まで一生を送りたくなるような地域 

⚫ 戻ってきたくなるような地域 

⚫ 安全安心のまちづくり 

⚫ 災害に強いまち 

 

≪白木地域の目指すべき姿に含まれる要素≫ 

⚫ 生まれて最後まで一生を送りたくなるような地域 

⚫ 住みやすいまち 

⚫ 自然との融合を図れ、人々が互いに協力して活気あふれる、住むのが楽しいまち 

⚫ 戻ってきたくなるような地域として、地域の活性化を進めていく 

 

多世代にとって、安心してずっと暮らし続けたい地域 

 

 

 

自然とともに、活気あふれる楽しい地域 

いつでも戻ってきたくなる地域 

 

 

 

 

交通機関や道路網等のインフラ（ハード）整備に加えて、様々な災害に対応できる環境整備・

体制（ソフト）づくりを行い、安全安心に暮らせる（支え合える）地域を目指します。 

また、多世代がずっと暮らし続けたいと思えるような、住みよい地域を目指します。 

地域資源の「自然」などを中心として、それらを大切に育みながら、今あるつながりを活かし、

互いに協力しながら、活気あふれる楽しい地域を目指します。 

また、多世代（特に若い世代）がいつでも帰ってきたくなる、戻ってきたくなる地域を目指しま

す。 
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第４章 取組内容  

１.  取組の方向性 

各地域の目指すべき姿を踏まえ、その実現に向けて必要と考える取組の方向性と具体的なプロジェクト

について、ワークショップを通じて検討を行い、整理しました。 
 

(１) 高陽地域のプロジェクト概要 

地域の目指すべき姿を踏まえて、３つの取組の方向性（芸備線の活性化、みんなが集まれるイベントを

企画する、高陽体育館の建替え）を検討し、計３つのプロジェクトを整理しました。 

地域の目指すべき姿 多世代にとって、安心してずっと暮らし続けたい地域 

 ✓ 取組の方向性 【芸備線の活性化】 

 プロジェクト みんなで使おう芸備線！！ ～もっと便利な芸備線にしよう～ 

（目標） 芸備線の利便性を向上する（利用促進方法） 

✓ 取組の方向性 【みんなが集まれるイベントを企画する】 

 プロジェクト KoYo BIG Fes 

（目標） 地域のつながりをつくる、 若者を呼ぶ 

✓ 取組の方向性 【高陽体育館の建替え】 

 プロジェクト 深川地区の活性化プロジェクト 

（目標） 建て替えるからこそ「売り」を多くしたい、 下深川駅前再開発 
 

(２) 白木地域のプロジェクト概要 

地域の目指すべき姿を踏まえて、４つの取組の方向性（芸備線の活性化・利用促進、自然の有効活用、

既にあるものを活かした取組、情報発信）を検討し、計４つのプロジェクトを整理しました。 

地域の目指すべき姿 
自然とともに、活気あふれる楽しい地域 

いつでも戻ってきたくなる地域 

 ✓ 取組の方向性 【芸備線の活性化・利用促進】 

 プロジェクト 鉄道 「 X(エックス) 」 

（目標） 来訪者の大幅増加、 団体専用の臨時列車の運用、 

列車の本数を増やす・増結 

✓ 取組の方向性 【自然の有効活用】 

 プロジェクト 白木自然発見 

（目標） 山を知ってもらう、 山の維持、 登山者の増加、  

山の利用者の増加 

✓ 取組の方向性 【既にあるものを活かした取組】 

 プロジェクト 里
り

New
に ゅ ー

在
ある

 

（目標） 夢を語る 

✓ 取組の方向性 【情報発信】 

 プロジェクト ＃白木町広報課 

（目標） 白木町に来てもらう、 白木町を知ってもらう 
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２.  各プロジェクト（取組）について 

(１) 高陽地域 

① みんなで使おう芸備線！ ～もっと便利な芸備線にしよう～ 

【方向性・目標】 ＝ 芸備線の利便性を向上する 

【タ ー ゲ ッ ト】 ＝ 地域住民 

【取 組】  

⚫ 住民意識アンケートをとる 

⚫ 狩留家なすを事例に各地域の特産物を広める 

⚫ 話題性で人を集める（高陽・白木のイベント、ＪＲとのイベント） 

⚫ 駅周辺へ飲食店を誘致する 

⚫ にぎわいづくりのための駅周辺の整備(憩いの場･駐車場等）⇒駅周辺の活性化⇒地域の活性化 

【協力してほしい人】 ＝ 地方自治体、国、ＪＲ西日本、政治家 

【スケジュール（ロードマップ）】 

短期（１～３年） 中期（４～６年） 長期（７～１０年） 

 

 

 

 

  

 

 

 

  

 

 

  

【２０２５年度（令和 7 年度）のロードマップ】 

 
２０２５年 ２０２６年 

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 

▶ 芸備線の 

活性化 
 

 
     

 
    

▶ 各種 

イベントの 

PR 

 

           

  

芸備線利用に関するアンケートをとる 

芸備線110周年記念イベント 
 

収穫体験PR(狩留家なす） 

農業祭(高陽・白木) 

両地域の特産品PR 

ホタル祭り 
向原駅折り返し列車運行 

雲海列車 

ネコの写真展 

ブルーベリー収穫体験 

いちご収穫体験（三田） 
狩留家なす収穫体験(列車利用) 

 

プロジェクトチームが中心となって実施したいこと 

プロジェクトチーム同士が連携して実施したいこと 
 

生活バスのサブスク化 芸備線スタンプラリー 

話 題 性 で 人

を集める 
（高陽・白木
で の イ ベ ン
ト、JR との地
域イベント） 

住民意識のア
ンケートをとる 

利 用 者 の 少

な い 時 間 の

ダイヤの改正 

芸 備 線 の 本

数を増やす 

パーク・アンド・ライド 

駅の周りへ 

飲食店を誘致 各 JR 駅まで
のバス 駅周辺の整備を行う 

地域の特産品

を宣伝する 

狩留家なすを事

例 に 各 地 域 の

特産物を広める 

各地域の特産品

とリンクしあった

地域起こし 

 

両地域で連携できそうなこと 

地域内で連携できそうなこと 
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② ＫｏＹｏ ＢＩＧ Ｆｅｓ 

【方向性・目標】 ＝ 地域のつながりをつくる、若者を呼ぶ 

【タ ー ゲ ッ ト】 ＝ 全世代、老若男女、近隣、他地域から 

【取 組】  

⚫ 地域のイベントと一緒に行う 

⚫ イベントの告知を学校や地域の会社に協力してもらう 

⚫ 神楽の依頼 

⚫ フリーマーケット 

⚫ 音楽フェス、クリスマスマーケットをする 

⚫ 荒谷山雲海ツアー 

【協力してほしい人】 ＝ 著名人 

【スケジュール（ロードマップ）】 

短期（１～３年） 中期（４～６年） 
長期 

(７～１０年) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

【２０２５年度（令和 7 年度）のロードマップ】 

 
２０２５年 ２０２６年 

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 

▶ 高陽 

絆まつり 

            

  

地 域 の

イベント

と 一 緒

に行う 
花火 

ク リ ス マ ス

マーケット 
荒谷山雲海

ツアー 

音楽フェス  

SNS 、 地 域
の学校･会社
に 告 知 協 力
依頼 

映える背景 

MUSIC ステージ発表（高陽 wing、大学生） 

Cafe wine 

フリーマーケット（野菜や特産物、地元企業） 

地域の伝統“神楽”の競演 

物々交換・物品提供 

（学用品や制服など、児童会・各学校生徒会） 

 

地域の行事の日程を調べて参加、PRに行く 

会議② 

地域の役員決め、
企画書作成 

 

絆まつり会議に参加 
⇕ 

協力・手伝い 

会議① 
地域の核となる 
“高陽絆まつり” 
をベースにして 

イベント成功につなげる 

・狩留家なす、産直野菜販売 

クリスマスマーケット 

 

両地域で連携できそうなこと 

地域内で連携できそうなこと 

 

プロジェクトチームが中心となって実施したいこと 

プロジェクトチーム同士が連携して実施したいこと 
 

7/19（土）高陽絆まつり 

参加者を募る 

・丸太切り体験＆PR 
・薪割り体験（子供でも安全） 
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③ 深川地区の活性化プロジェクト 

【方向性・目標】 ＝ 建て替えるからこそ「売り」を多くしたい、下深川駅前再開発 

【タ ー ゲ ッ ト】 ＝ 高陽・白木地域、芸備線沿線地域 

【取 組】  

⚫ 地域の意見をまとめる 

⚫ 地域の意見を具体的に検討 

⚫ 芸備線との連携 

⚫ 避難所としての機能 

⚫ 高陽・白木スポーツ大会 

【協力してほしい人】 ＝ 行政 

【スケジュール（ロードマップ）】 

短期（１～３年） 中期（４～６年） 長期（７～１０年） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

【２０２５年度（令和 7 年度）のロードマップ】 

 
２０２５年 ２０２６年 

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 

▶ 下深川駅前

再開発 
   

 
        

▶ 高陽体育館

移転 
 

 

 

 

 

 

      

  

下深川駅

前再開発 

地 域 の 意 見

をまとめる 
プラン決定 

高陽体育館の建替え・移転 

地域の意見を

具体的に検討 

避難所としての機能 

子ども、大人が集まれる場所 

高陽・白木 

スポーツ大会 

芸備線との連携 

土地の確保 

文化センターのような施設の設置 

駅周辺での飲食店等オープン 

駐車場の共同利用 

実業団に使ってもらう 

可部とのつながり 

フットサル・ボルダリング等他地域でできないスポーツができる 

県道 70 号整備 

芸備線を使ってスポ
ーツ大会へ 
イベントとの合同開催 

令和８年度
の基本設計
予算の要望 

新体育館の 
プラン提出 

プロジェクトチーム 
立ち上げ・集合 

要望書を行政と食協に提出 
（令和６年度中） 

 

プロジェクトチームが中心となって実施したいこと 

プロジェクトチーム同士が連携して実施したいこと 
 

 

両地域で連携できそうなこと 

地域内で連携できそうなこと 
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(２) 白木地域 

① 鉄道「Ｘ（エックス）」 

【方向性・目標】 ＝ 来訪者の大幅増加、列車の本数を増やす・増結、団体専用の臨時列車の運用 

【タ ー ゲ ッ ト】 ＝ 観光客、乗り鉄（鉄道愛好家）、猫愛好家（猫好きな人）、シニア 

【取 組】  

⚫ 駅舎を利用する（カフェ等） 

⚫ 電子決済ができるようにする 

⚫ 古い車両を購入し、休憩や宿泊ができるようにする 

⚫ ホタル列車や雲海列車を走らせる 

⚫ SNS やメディアでアピールをする 

⚫ 駅周辺のリーフレット、マップを作成する 

⚫ 登山道を整備する 

【協力してほしい人】 ＝ ＪＲ、市議会議員、白木産業、来てくれた女性の旦那さん、高陽地域の皆さん 

【スケジュール（ロードマップ）】 

短期（１～３年） 中期（４～６年） 長期（７～１０年） 

 

 

 

 

 

 

 

  

【２０２５年度（令和 7 年度）のロードマップ】 

 
２０２５年 ２０２６年 

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 

▶ 芸備鉄道110

周年イベント 

            

▶ ホタル祭り             

▶ 雲海列車             

▶ ネコ写真展             

▶ 駅周辺リーフ 

レット・マップ 

            

▶ ネコ観光大使             

  

古い車両を買う 駅舎を利用（カフェ等） 

電子決済 

（狩留家以北） 
ICOCA が使える駅にする 

駅周辺リーフレット・マップ作成 アピール(SNS、メディ

ア、パンフレット) 
登山道の整備 

ホタル列車 

雲海列車 

定期列車が走

るようになる 

列車ホテルの設置（休憩、宿泊） 

臨時列車を仕立て人員輸送(ネコ駅長) 

テ レ ビ
列車 

古民家
の活用 

 

両地域で連携できそうなこと 

地域内で連携できそうなこと 

打合せ 

雲海列車 打合せ 

打合せ・写真の収集 

市へ申請 承認 

駅周辺リーフレット・マップ作成 記念館来訪者に配布 

 

プロジェクトチームが中心となって実施したいこと 

プロジェクトチーム同士が連携して実施したいこと 
 

芸備線110周年記念イベント 
 

りょうま駅長記念館・打合せ 

実施(臨時 or 増結列車、向原駅折り返し) 
 

ネコの写真展 
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② 白木自然発見 

【方向性・目標】 ＝ 山を知ってもらう、山の維持、登山者の増加、山の利用者の増加 

【タ ー ゲ ッ ト】 ＝ 全世代 

【取 組】  

⚫ 登山道の整備 

⚫ 山ツアー 

⚫ キャンプ 

⚫ 山の PR 

【協力してほしい人】 ＝ 登山団体、観光課、農林水産課、＃白木町広報課 

【スケジュール（ロードマップ）】 

短期（１～３年） 中期（４～６年） 長期（７～１０年） 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

【２０２５年度（令和 7 年度）のロードマップ】 

 
２０２５年 ２０２６年 

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 

▶ 山の確認 

            

▶ 登山道の

整 備 ・ 活

用 

            

▶ 協力店を

つのる 

            

  

山イベント（薪割り体験、丸太切り体験、椎茸づくり） 

登山道の整備 

井原（桜まつり） 

ホタル 

山の PR 

キャンプ 

山の整備 
山ツアー 

 

雲海ツアー 

川の景色 

（中三田） 

駐車場 

バイオトイレ 

 

道標・案内図整備  

両地域で連携できそうなこと 

地域内で連携できそうなこと 

協力してくれる
企業を募る 

丸太切り体験会 

薪割り体験会 

・パンフ作り ・農業体験 ・ツアー  
(駅まで芸備線、マイクロバスを利用) 

所有者の確認
と承諾を得る 登山道のルート下見、見学ツアー 

整備のイベント開催 椎茸収穫体験 

トレイルラン
ニング開催 

芸備線に乗って行く農業体験・野菜作り トイレ設置・行政予算化 

パンフレット配布 プロジェクトを広
げるイベント開催 

駐車場
の整備 

登山道整備
PJ の発足 

芸備線ツアー
(体力づくり) 

 

プロジェクトチームが中心となって実施したいこと 

プロジェクトチーム同士が連携して実施したいこと 
 



17 

 

③  里
り

New
に ゅ ー

在
あ る

 

【方向性・目標】 ＝ 夢を語る 

【タ ー ゲ ッ ト】 ＝ 全ての人･物･文化 

【取 組】  

⚫ 場づくり（機会・仲間） 

⚫ 既存の施設の発掘 

⚫ 意識を変える 

【協力してほしい人】 ＝ 料理のできる人、＃白木町広報課、広島市 

【スケジュール（ロードマップ）】 

短期（１～３年） 中期（４～６年） 長期（７～１０年） 

 

 

 

 

 

  

【２０２５年度（令和 7 年度）のロードマップ】 

 
２０２５年 ２０２６年 

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 

▶ 定期開催 

            

  

意識を変える 場づくり 

（機会・仲間） 
語る 

既存資源の発掘 

（市民農園 など） 
既存施設の発掘 

アイデアが増える 

意識を変える 

拡充、場（ハコ）を増やす 

増員・増飲 

増殖・増食 

持ち寄り居酒屋 

世代交代 

拡充 

センターづくり 

 

両地域で連携できそうなこと 

地域内で連携できそうなこと 

開 催
（増員） 

開 催
（増員） 

課題やどんな会にしたいかを 
前向きに、否定をせずに話す 

情報もつ人に来てもらう ハコ拡大・世代拡大 

お店をしている人 

開 催
（増員） 

開 催
（増員） 

開 催
（増員） 

夢や資源について語る 

情報収集 

白木 PJ の核に 

白木と高陽の連携 

イベント連携 

連絡先集め 

開催 
（白木メンバー） 

 

プロジェクトチームが中心となって実施したいこと 

プロジェクトチーム同士が連携して実施したいこと 
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④ ＃白木町広報課 

【方向性・目標】 ＝ 白木町に来てもらう、白木町を知ってもらう 

【タ ー ゲ ッ ト】 ＝ 高陽・白木地域、芸備線沿線地域 

【取 組】  

⚫ 組織をつくる 

⚫ 情報をまとめるルートをつくる 

⚫ 「＃白木町広報課」をつけて投稿してもらう 

⚫ Youtube チャンネルや情報番組で紹介する 

【協力してほしい人】 ＝ 各地域の団体、動画制作のできる人、インフルエンサー 

【スケジュール（ロードマップ）】 

短期（１～３年） 中期（４～６年） 長期（７～１０年） 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

【２０２５年度（令和 7 年度）のロードマップ】 

 
２０２５年 ２０２６年 

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 

▶ 地区の 

宣伝活動 

            

  

組織をつくる 

地域別の情報

を ま と め る ル

ートをつくる 
「＃白木町広報課」を

つけて投稿してもらう 

外部の人に体験を投

稿してもらう 広告で番組紹介 

白 木 町 の

情報番組 

取材形式の投稿 
Youtube 

チャンネル 

TikTok や Instagram

で情報を発信 

地区内にある
団体の把握、 
情報を集める
ルートを作る 

どう発信するか 

使うプラットホームの検討 
（TikTok、Instagram） 

白木町広報課
を地元の人に
知ってもらう 

SNS ごとの 
方向性を決める 

高陽との連携 

夏までにスタートを切る 

地区全体の情報誌（チラシ）を 
公民館に置いたりや新聞折込する 

アカウント作成 

秋祭り 
情報 

川あそび 
山あそびの情報 

フリマ・マルシェ
情報 

広報課 主導
でのイベント 

穴場の花見 
情報 

チームメンバーの募集 チーム結成 

 

両地域で連携できそうなこと 

地域内で連携できそうなこと 

 

プロジェクトチームが中心となって実施したいこと 

プロジェクトチーム同士が連携して実施したいこと 
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第５章 プラン推進に向けて 

活性化プランの推進に当たっては、芸備線や地域資源の利活用といった両地域に共通する要素を軸に、

プロジェクト間の連携や地域間の連携、地域内外の人とのつながりを意識しながら、目指すべき姿の実現

に向かって各プロジェクトを着実に進めていきます。 

１.  各プロジェクトのつながりのイメージ 

(１) プロジェクトのつながり 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(２) 全体の取組のつながり 

  
情報発信・PR、イベント 

 

▶ 地域の情報の発信 

▶ SNS の活用 

▶ 地域イベント・行事 

との連携 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

地域資源 

（拠点） 
 

▶ 語る・集う場所 

の整備 

▶ 空き家の改修 

など 

 

地域資源 

（モノ） 
 

▶ 自然を守り・活かす 

▶ 地域産品や特産品の 

活用・開発 

など 

 

高陽地域 白木地域 

◆KoYo BIG Fes 

（資源活用・周知） 

◆＃白木町広報課  

（情報発信・周知） 

芸備線 

（導線・資源活用） 

◆みんなで使おう芸備線！！ 

～もっと便利な芸備線にしよう～ 

◆鉄道「Ｘ（エックス）」 

◆深川地区の活性化 

プロジェクト 

（拠点整備・資源活用） 

◆白木自然発見 

（資源活用） 

◆里
り

NEW
にゅー

在
ある

 

（拠点整備・ 

資源活用） 
連携 

地域外の人 

参加・来訪・連携 

芸備線 

 

▶ 特別列車の運行 

▶ 駅舎の活用 

▶ 駅周辺の整備・活用 

など 

 

想いを持った 
地域住民 
（ヒト） 

各地域の資源の 
掛け合わせ、連携 

鉄道（導線）と 
地域拠点との連携 

拠点と地域資源
の掛け合わせ・
連携 

 
鉄道（導
線）と地
域資源の
連携 
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２.  全体の令和７年度のロードマップ（統合版） 

前章に記載したプロジェクトごとの中長期的なスケジュールと、前頁のプロジェクトのつながり・全体の取

組のつながりを踏まえつつ、令和７年度は、以下のロードマップのとおり各プロジェクトを進めていきます。 

プロジェクト 取組 
２０２５年 ２０２６年 

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 

みんなで使お

う芸備線！！ 

～もっと便

利な芸備線

にしよう～ 

▶ 芸備線 

活性化 

            

▶ 各 種 イ ベ

ントの PR 

            

鉄道「 X
エックス

」 

▶ 芸 備 鉄 道

110 重年

イベント 

            

▶ ホタル祭り             

▶ 雲海列車             

▶ ネコ写真展             

▶ 駅 周 辺 リ

ーフレット・

マップ 

            

▶ ネ コ 観 光
大使 

            

KoYo  

BIG Fes 
▶ 高陽絆 

まつり 

            

白木 

自然発見 

▶ 山の確認             

▶ 登 山 道 の

整備 

            

▶ 協 力 店 を

募る 
            

深 川 地区 の

活 性 化 プ ロ

ジェクト 

▶ 下 深 川 駅

前再開発 
            

▶ 高 陽 体 育

館移転 
            

里
り

New
に ゅ ー

在
ある

 ▶ 定期開催 

            

＃白木町 

広報課 

▶ 地 区 の 宣

伝活動 

            

 

  

アンケートとる 
（芸備線利用に関する） 

狩留家なす収穫体験 

いちご収穫体験 ブルーベリー収穫体験 

農業祭 

収穫体験 PR 高陽・白木の特産品
PR 

打合せ 

り ょうま駅
長 記 念 館 
打合せ 

芸備線１１０
周年記念イ
ベント 

打合せ 

打合せ 

駅周辺のリー

フレット・マッ

プを作る 

ネコの写真展 

実施 

雲海列車運行 

写真の収集 

申請 

記念館

来訪者

に配布 

承認 

ミーティング① 

地域の役員決め 

地域の行事の日程を
調べて参加、PR に行く 

ミーティング② 

絆まつり会
議に参加 

薪割り体験 

丸太切り体験＆
PR 企画書の作成 

ク リ ス マ ス
マーケット 

7/19（土） 
高陽絆まつり 

ルートの下見、
見学ツアー 

所有者の確認
と承諾を得る 

パンフレット配布 

芸備線ツアー 

協力してくれ
る企業を募る 

整備・プロジェクトを 
広げるイベント開催 

プロジェク
トの発足 

トレイルラン
ニング開催 

椎茸収穫
体験 

芸備線に乗って
行く農業体験 

令和８年度の基本
設計予算の要望 

新体育館の
プラン提出 

プロジェクトチー
ム立ち上げ・集合 

要望書を提出 

連絡先
集め 

情報を
持つ人 

★開催 
（白木） 

★開催（増員） 
白 木 プロ ジ ェ
クトの核に 

★開催
（増員） 

★開催 
・ハコ拡大 
・世代拡大 

情報収集 

白木・高
陽の連携 

★開催
（増員） 

★開催
（増員） 

団体の
把握 

情報を集める
ルートを作る 

チーム
結成 

メンバ
ー募集 

地 区 全 体
の 情 報 誌
（チラシ） 

SNSの
決 定 、
方向性
を決め
る 高 陽 町

との連携 

使う プ
ラットフ
ォ ー ム
の決定 

夏までにス
タート切る 

秋 祭 り
情報 

穴場・花見情報 広報課主導
でのイベント 

フリマ・マル
シェ情報 

 

プロジェクトチームが中心となって実施したいこと 

プロジェクトチーム同士が連携して実施したいこと 
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資料編   

(１) 第 1回ワークショップニュース・当日資料 
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【グループまとめシート】 

目指すべきまちの姿 キーワード 投票数 

・安全安心なまちづくり（災害に強いまちづくり） 
安全安心 

交通・インフラ 

住みよさ 

20 
・道路網の整備（基幹交通網の整備） 

・若者が帰ってくるまち（若者の定着化） 

・高齢者にも住みよいまちづくり 

☆芸備線を拠点にしたまちづくり 
・駅に飲食店（居酒屋）、カフェ、野菜販売、保育園 → 駅に行きたくなる 
・駅に行くための、ループバスの確立 → 行く人が増えれば、本数が増える 

施設 
20 

交通・インフラ 

・親子で遊べる子どもの公園、夜飲める場 （高陽） 

施設 

安全安心 

自然 

交通・インフラ 

19 

・安心して遊べるまちにする！ 観光マップ 

・自然との融合を図れるあたたかい町！（白木・安駄山・荒谷山・神ノ倉） 

・公共交通の利用促進 
 ・住民主体のパーク＆ライド  
 ・駐車場の整備、高陽インター 

・交通整備 

・生まれて最後まで一生を送りたくなるような地域 住みよさ 

15 

・世代と世代の繋がりが強い地域 人とのつながり 

・戻ってきたくなるような地域 まち・地域 

・多くの楽しい行事 行事 

・伝統やしきたりにとらわれない 文化・伝統 

住みやすい町 
→利便性〈生活〉（スーパー／交通の便） 
→コミュニケーションの場（キャンプ場／トレイルラン→自然／飲食店（ハウ
ス） 飲む！食べる！カフェいっぱいやろうや！ 
→子ども・老後〈弱者〉が安心できる町 

交通・インフラ 

11 
施設 

安全安心 

人の繋がりを大切にする街 人とのつながり 8 

地域ふるさと計画 
高陽地区内でも各地区での問題は個々に多様性に富んでいて、「これ」
って決める事は難しい 
白木地区と共同問題として仲良くなれば… 
・高陽 防災（川） 
・白木 自然 駅 空 
・芸備 駅行（バス）アクセス、駐車場など、駅前店他保育園 
・道の整備 

安全安心 

7 

自然 

交通・インフラ 

施設 

・人々が互いに協力して活気あふれる場を作り、住むのが楽しい町造り。 
人とのつながり 

交通・インフラ 

空き家の活用 

まち・地域 

7 

・高齢になっても交通が重要。芸備線を良くしなければならない。 

・空き家が自由に使えるように…。 

・町の事情と田舎の事情は大きくことなっている。一緒に語ることが難しい 

・住んでる人が楽しめていれば自然と人が集まってくる。 

・道路を良くしなければならない。 

【高陽】 
 

・災害に強い町づくり 
・町内会・自治体の繋がりを大切にして、助け合う町づくり 人とのつながり 

安全安心 

自然 

まち・地域 

施設 

4 

【白木】 
 

・災害に強い 
・自然を活かした町づくり 
・楽しいまち 
・深堀り 
・小中一貫校 

・既存の交通機関で PRできる部分をつくって活性化させていく 
交通・インフラ 

施設 
3 ・道路インフラの整備 

・駅近くに何もないのでコンビニやカフェなどをつくる 
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テーマ１：地域の誇り・大切にしたいこと テーマ２～３：これまでの取組と今後の展開 テーマ４：目指すべきまちの姿 

（自然・環境） 

⚫ 自然が豊か、夜静か 

⚫ 自然環境の保全 

⚫ 地域資源（自然の山、美味しいものなど）を

生かして活性化する 

⚫ 他の場所から移住してきた人から魅力的に

見える公園や河川敷、山等の自然景観 

⚫ 観光資源を他地域にもっとアピールする 

（歴史・文化） 

⚫ 歴史が豊か、歴史を掘り下げる 

⚫ 歴史建造物の保全 

⚫ 伝統・文化・芸能の保存及び継承 

⚫ 手作り花火など地域ならではの文化 

⚫ 地域の人材の有効活用（伝統・文化など） 

⚫ 中郡道プロジェクト結成 

（人とのつながり） 

⚫ 地域の人の結びつきの強さ、地域の絆 

⚫ 若い人たちとの交流を増やしたい 

⚫ 人間関係のつながり 

⚫ つながり（ゆりかご～はかばまで） 

（資源） 

⚫ 野菜 

（行事） 

⚫ 町内のつながり（町内運動会や祭り） 

⚫ イベント（ふれあい祭り・盆踊り・運動会） 

⚫ 地域行事の継続（お祭り、神楽） 

⚫ 自然を生かした集客できるイベントなど 

⚫ 町内会のイベント等で交流を深める 

⚫ 白木・高陽各地域で自治会、学区社協、地

域組織、企業が協力してお祭りをやる 

（その他） 

⚫ 道路整備等で安全に暮らせるように 

⚫ 子供達が楽しく集まれる場所を増やす 

⚫ 「狩留家なす」特産品化 

（公共交通とその周辺環境） 

⚫ JR の活性化、各駅周辺の駐車場整備、基幹交通網の整備 

⚫ 古い団地は道が狭く、ループバスが来ない 

⚫ 白木地域への交通手段を増やす 

（インフラ） 

⚫ 道路の拡張などによる安全面の強化、混雑の解消 

⚫ 道路幅が狭く自転車等が危ない、歩道が少なく子育てに不安 

⚫ 志和 IC～狩留家の道路整備（災害時のルート確保） 

⚫ 市内とのアクセス強化 温品バイパス延伸 

⚫ 「狩留家」をパーク＆ライドステーションに 

⚫ 坂道が多く、買い物に行きにくくなる 

（娯楽、施設） 

⚫ 大人が楽しめる場所が少ない（全く無い？） 

⚫ 子供の自然公園を作る、飲食店、子どもが遊べる場等を増やす 

⚫ JR 無人駅を一般人へ提供し、居酒屋、喫茶店等の設置 

（情報発信） 

⚫ 農業など若い方へ紹介、田舎暮らしの良さを宣伝し、若者の定

着化を図る。若い人が楽しいと思える街づくり 

⚫ 荒谷山や猫駅長など有名なものを SNS で発信 

⚫ 観光マップを作り、観光客を呼び近隣 JR 駅への住民主体移送

サービス渋滞緩和 

（災害、防災） 

⚫ 災害に強いまちづくり、安心安全な町づくり 

⚫ 道路が 1 本しかないため災害時に孤立する 

⚫ 大災害の発生時への対応（高陽インターを利用した高陽ニュー

タウンへの災害本部の設置・全国からの応援部隊の受入れ） 

（資源） 

⚫ 「狩留家なす」の加工品化による地域活性化 

⚫ 白木山、安駄山、荒谷山、神ノ倉を整備 

（その他） 

⚫ 人口減少の原因として交通不便、働く場所が少ない 

⚫ ボランティアグループの活性化と取り組み 

⚫ 高齢化により空家が多くなる 

⚫ 昭和の活動→令和の活動 

（公共交通とその周辺環境） 

⚫ 各家庭から拠点駅まで交通手段をつくる 

（インフラ） 

⚫ 道路網が発達している地域 

（娯楽、施設） 

⚫ 芸備線へのアクセス向上（ループバス）で人

があつまる場所の創出 

⚫ 駅の特徴（魅力）を出し、目的地をつくる（カ

フェ、ネット購入の荷物預かり等）→雇用が

増える→人が増える(住む所は空家を活用) 

⚫ 住民が自ら楽しめる施設 

（災害、防災） 

⚫ 災害に強い、安心安全なまちづくり 

（資源） 

⚫ 自然との融合を図れるあたたかい町 

（人とのつながり） 

⚫ 各町内会・自治会でのつながりを大切にし、

困った時に連携し助け合えるまちづくり 

（行事・イベント） 

⚫ 子供も楽しめるイベント賑わいの創出 

（まち・地域） 

⚫ 子育て環境が良い町 

⚫ 白木・高揚地区の道路の整備と高齢者・子ど

も達の暮らしやすい町 

⚫ 高齢化の街なので、若い人も加わりここに住

みたいと思える街づくりができたらよい 

⚫ 高齢になっても住み続けられる地域環境 

⚫ 高齢者でもすみよい地域 

⚫ 若者が帰ってくる町 

⚫ 安心して遊べる町にする 

 

テーマ１：地域の誇り・大切にしたいこと テーマ２～３：これまでの取組と今後の展開 テーマ４：目指すべきまちの姿 

（自然・環境） 

⚫ 「自然」＝白木山・荒谷山・三篠川 

⚫ 自然の美しさ（山、川、ホタル等） 

⚫ 自然が多くある 

⚫ 静かな環境 

⚫ 荒谷山や白木山などの環境資源 

⚫ 農業 

⚫ 安駄山、白木山、神の倉山、スカイスポーツ 

⚫ 休耕田活用→民泊、農泊、キャンプ、BBQ

へ 

⚫ 自然が多く、その自然メインで人を呼べる 

⚫ 田畑が多く、動物が多く見られる 

⚫ 住みやすさと自然を生かす 

（人とのつながり） 

⚫ 人・地域とのつながりの強さ 

⚫ みんな友達→小中学校の人数が少ないの

で、みんな仲が良い 

⚫ 声をかけたら協力してくれる人が多い 

⚫ 人と人との関わりが深く、情報がすぐに入

ってくる 

⚫ 自然があり（山、川、ホタル、雲海など）それ

を大切にしながら、新しい観光資源となる

ような取り組みを地域と連携して取り組ん

でいるのが井原地区の誇り 

⚫ 老若男女が楽しんでコミュニケーションが

取れるという人間関係 

⚫ 田舎なので人の繋がりは特に大切 

（資源） 

⚫ 「観光」：猫駅長、もぐベリー、モーモーミル

ク、リシェット、鯉のぼり 

（行事） 

⚫ 神楽 

（その他） 

⚫ 不便さがたまらなく好き 

⚫ 芸備線 

（公共交通とその周辺環境） 

⚫ 芸備線区間内の延長（狩留家より先まで行くものを増やす） 

⚫ 芸備線と地域活性→ネコ駅長、増便、離合スペース 

⚫ 交通・交通網の整備（渋滞緩和、歩道が狭い、危険？） 

⚫ 交通が悪いため気軽に遊びにも行けず、若者が出ていく一方 

⚫ 車があることが前提になっている、駐車場を作る 

⚫ 駅までのアクセスを良くする、ループバスや連絡バスなど 

⚫ 駅自体を訪れる場所にする（道の駅化、カフェなど） 

（インフラ） 

⚫ 道路整備 

⚫ 井原のわくわくプロジェクトなど、人を呼ぶための活動がで

きてきているから、道路設備を整える 

（情報発信） 

⚫ 観光マップを作って、駅などに置く 

⚫ 各地区の特産、店等をマップにしてアピール 

（資源） 

⚫ 荒谷山、神の倉山、ネコ駅長などのアピール 

⚫ 取り組んでいないのでわからないが田畑の活用 

⚫ 自然の魅力をアピールしてきた（井原） 

（人とのつながり） 

⚫ 地域自治を担ってきた方の高齢化→若者に継承できるよう

に、現役世代と交流する機会をつくる 

（行事・イベント） 

⚫ お祭り→減少、高齢化、人が集まる機会が少ない 

⚫ 行事に参加する 

⚫ ふるさとの自然を再発見するイベントが従来から行われてい

る 

⚫ 地域イベントを見直し、新しいものに進化させていく取組が

行えたら良い。老若男女が対話する機会を増やしてコミュニ

ケーションを図るのが今後の課題 

⚫ 人が楽しめるイベント関係は今後も仲間たちとやっていきた

い 

（その他） 

⚫ 新規産業（イチゴ、ブルーベリーなど）を拡大していく 

⚫ 高陽と白木だけでは語れない、細分化必要 

⚫ キャパを超えると地域に迷惑をかけるのでよく考えていく 

⚫ 例年通りの事、やらされている→やる、今やりたい・出来る事 

（インフラ） 

⚫ インフラを整える（梅林のあたりを参考に） 

（娯楽、施設） 

⚫ 飲食店を増やす（交流が図れる） 

（情報発信） 

⚫ 若者がもっと発信していく（SNS 利用など） 

（災害、防災） 

⚫ 安全な町（河川、山、災害に強いまち） 

（資源） 

⚫ 自然を生かしたインフラ設備（キャンプ場、

トレイルランなど） 

（人とのつながり） 

⚫ 今のままだと友達がいなくなってしまう 

⚫ 協力したくても人がいなくなる 

⚫ 世代間のギャップが少なくなっている 

⚫ 町から出た若者を呼び戻せる地域にする 

（行事・イベント） 

⚫ 住民が楽しめる行事はやはり必要 

（住みよさ） 

⚫ 年をとっても住みやすい(利便性や安全安

心） 

（まち・地域） 

⚫ 人口増 

⚫ 楽しい町 

⚫ 会話がある町づくり、話を聞く 

⚫ 人々に活気があり、互いに協力し、住むの

が楽しい 

⚫ 個々の地区の活性化が地域全体の活性化

へ 

⚫ 関わる全ての人が楽しめるような町にした

い、言葉を否定するのではなく、聞く耳を

持って考える 

⚫ 住民が自分の住んでいる地域が好き、他地

域の人に自信をもって言えるようにしたい 

（その他） 

⚫ 住民一人一人が、真剣に話し合う場が必要 

■高陽地域 

■白木地域 

【個人まとめシート】 
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(２) 第 2回ワークショップニュース・当日資料 
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【プロジェクトシート一覧表】 

 

  

 プロジェクト名 目指す方向性・目標 実施内容・取組内容 

高 

陽 

地 

域 

みんなで使おう芸備

線!!～もっと便利な芸

備線にしよう～ 

・各JR駅までのバス(ジャンボタクシー)  

・パーク＆ライド（駅付近） 

・生活バスのサブスク化 

・可部線と芸備線相互乗入 

・高陽・白木でのイベント 

・芸備線スタンプラリー 

・JR との地域イベント 

芸備線の活性化 ・芸備線の利便性を向上する ・話題性で人を集める   

・駅周辺の整備を行う 

・駅の周りへ飲食店を誘致 

・各地域の特産品をリンクしあった地域

おこし(三田のイチゴ、井原のジビエ) 

・中間駅にパーク＆ライド機能 

KoYo BIG Fes ・若者を呼ぶ   

・地域交流会・活性化 

・地域の特性や自然を生かす 

・SNS 等の活用による広報 

・誰でも参加できる環境づくり 

・芸備線・バスによる”足”の確保 

・音楽フェスとセットで地域の伝統”神

楽”競演 

・荒谷山雲海ツアー    

・有名・著名人を呼ぶ 

高陽ゲートパーク化計

画 

・異世代交流できる場所づくり 

・近隣の方にも喜ばれるイベント 

・本・物々交換   

・クリスマスマーケット   

・花火 

・cafe,Wine  

・インスタ映え・映える背景 

・フリーマーケット  

・MUSIC ステージ発表 

深川地区の活性化プ

ロジェクト 

・建て替えるからこそ｢ウリ｣を多くしたい 

・子どもも大人も集まれる場所 

・芸備線との連携 

・可部とのつながり 

・フットサル・ボルダリングなど他地域で

できないスポーツができる    

・エアコン設置は必須 

・実業団にも使ってもらう   

・LMO,子供食堂 

・避難所としての機能   

・駐車場の共同利用 

・県道 70 号整備 
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白 

木 

地 

域 

白木自然発見 ・登山者の増加 

・山の利用者の増加 

・山の整備 

・山ツアー 

・山の PR 

・登山道整備 

・バイオトイレ整備 

・キャンプ 

・山イベント 

・駐車場（休耕地活用） 

・ホタル 

・子ども山イベント 

・川の景色(中三田) 

・井原桜まつり 

資源の活用（意識改

革） 

・意識を変える ・空き家の活用 

・どの世代も意識を変える 

・支える仲間:若い人(既にいる人)・外

から来たからこそ見つけられる魅力 

・温故知新 

・分母(人口)を増やす 

＃白木町広報課 ・知らないを知ってもらう 

・町全体をアピール、色々な世代が楽し

める情報を発信 

・地域のシンボルの一つになる 

・多くの人の目につくように 

・公式ハッシュタグ 

・白木全体の SNS 等 

・WEB を使わない層にも子供から情報

入る 

・各地域の SNS をまとめて出す 

鉄道「X(エックス)」 ・テレビ付電車 

・いつでもどこでもサッと乗れる 

・駅までの交通手段確保 

・利用率を高める 

・本数・車両数を増やす 

・電子決済 

・駅舎を利用(カフェ等) 

・駅前に魅力ある施設を作る 

・臨時列車を仕立て人員輸送する(ネコ

駅長) 

・駐車場整備 

・ネコ駅長を活用したまちづくり 

・駅周辺マップ等の作成 

 

  

 プロジェクト名 目指す方向性・目標 実施内容・取組内容 



29 

(３) 第 3回ワークショップニュース 
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(４) 第 4回ワークショップニュース 
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